
放課後等デイサービスあらた 支援プログラム         作成日 令和６年 10 月 2 日 

法人理念 「療育の最大の目的は、こどもの幸福である」 
支援方針 「こどもにおける最大の環境は、療育者自身である」との自覚を持ち、児童の主体性と個性を尊重

し、様々な場面において可能な限り自己決定できるよう支援します。 
営業時間 ① 平日 １１：3０～１８：３０ 

② 休日  ８：３０～１７：3０ 
送迎実施の有無 有 

 
プログラム 主な支援内容（中心となる５領域） 
活動の流れ 健康・生活 運動・感覚 認知・行動 言語・コミュニケ

ーション 
人間関係 
社会性 

登所 検温 
衣服の着脱 

 連絡帳の提出 
席の確認 

挨拶・返事  

学習 正しい姿勢  
 

鉛筆の持ち方 宿題・課題プリン
ト 

  

個別学習 身だしなみチェ
ック 
 

切る 
折る 
ちぎる 

図形模写 
ビジョントレーニ
ング 
時間 

物の説明 
SST 

敬語 
マナー 
SST 
 

はじめの会   一日の流れの確認 司会 
挨拶、返事 

 

プログラム 調理 
駄菓子屋さんご
っこ 
 

体幹トレーニン
グ 
音楽 
ダンス 
ラジオ体操 

音楽 
ビジョントレーニング 

レクリエーション 
工作 
メタバース 
ドローン 
 

SST 
英語 

集団ゲーム 
お誕生日会 
自由時間での友
達との関わり、遊
び 

所外活動 外食 
 

公園 図書館・美術館 
博物館等見学 
あらた映画館 

四事業所交流会 
 

買い物体験 

昼食 手洗い 
姿勢 

箸の使い方 準備・片付け 挨拶  

帰りの会    司会 
一言スピーチ 

 

 
家族支援 

・日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や発達上のニーズについて共通理解を持つ
ことが出来るようにします。 

・保護者が相談しやすいような関係性や雰囲気を作り、相談があったときには信頼関係を築きながら家族の困
惑や将来の不安を受け止め、助言を行うようにします。 

移行支援 



・地域社会への参加・インクルージョンの考え方に立ち、全てのこどもが共に成長できるよう、また、同年代
のこどもをはじめとした地域における仲間づくりを図っていくようにします。 

・入学・進学・就職時等のライフステージの移行時に向けて、情報を提供したり、移行先での不安等があれば
相談に乗り、一緒に不安を解消できるようにしていきます。 

地域支援・地域連携 
・地域の様々な場面で適切な支援を受けられ、地域の中に居場所を持つことができるよう関係機関と連携して
いきます。 

・地域の商店利用やイベント参加を積極的に取り入れ、実体験の中で買い物の仕方、公共施設の使い方や交通
機関の利用の仕方を知ると共に社会生活上のマナーを学べるようにします。 

職員の質の向上 
・入職時研修（倫理綱領・職員行動指針・虐待防止啓発・パワーハラスメント・感染対策の基礎知識等） 
・感染症・防災研修（BCP 含む） 
・こどもの権利擁護・虐待防止・身体拘束適正化に関する研修 
・合同研修（事例検討・外部研修等） 

主な行事（R５年度実績） 
4 月：イースター  5 月：こいのぼりをみにいこう 6 月：アジサイをみにいこう 
7 月：水遊び ８月：四事業所交流会・夏祭り １０月：ハロウィンパーティー 
11 月：特別支援学校学校祭参加  １２月：クリスマス会・年越しそば・忘年会・四事業所交流会 
1 月：書初め・初詣 2 月：豆まき・バレンタインチョコ作り ３月：年度末お楽しみ会・お花見 

 


